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満濃池のゆる抜き 

●この広報紙の内容はホームページでもご覧になれます。　http：//www.town.manno. lｇ.jp

まちの動き 
〈4月30日現在〉 

●人口 20,727人（前月比－53人） 

　男：  9,961人 

　女：10,766人 

●世帯数 6,864戸（前月比+5戸） 

 

 

町長就任のごあいさつ 

議長就任のごあいさつ 

まんのう町議会議員の紹介 

集落の資源・環境を守ろう 

ゴミのない快適なまちづくりのために 

まんのう町職員募集について 

主な内容 



2

　まんのう町長　栗田 隆義 
 

町
長
就
任
の
ご
挨
拶 

栗田町政がスタート 

　
若
葉
が
目
に
し
み
る
今
日
こ
の
頃
で
す
が

町
民
皆
様
方
に
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
こ
の
度
、
新
生
「
ま
ん
の
う
町
」の
初
代
町

長
に
就
任
す
る
に
当
た
り
一
言
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
時
代
は
今
、
地
方
分
権
、
国
際
化
、
少
子

高
齢
化
、
情
報
化
、
価
値
観
の
多
様
化
な
ど

が
急
速
に
進
行
し
、
国
、
地
方
共
に
財
政
状

況
の
著
し
い
悪
化
な
ど
に
よ
り
三
位
一
体
改

革
を
は
じ
め
と
す
る
構
造
改
革
が
進
め
ら
れ
、

私
た
ち
を
取
り
巻
く
生
活
環
境
が
大
き
く

変
化
し
て
お
り
ま
す
。
又
、
地
方
分
権
が
進

展
し
つ
つ
あ
り
、市
町
へ
の
権
限
委
譲
が
進
み
、

市
町
事
務
事
業
が
拡
大
す
る
と
同
時
に
そ

の
責
任
も
益
々
重
く
な
っ
て
お
り
、
過
っ
て
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
行
政
対
応
に
迫

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
町
自
ら
の
責
任
と
能

力
で
適
切
・
的
確
な
判
断
と
対
応
が
求
め
ら

れ
ま
す
。 

　
旧
三
町
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
水
と
緑
に
あ
ふ

れ
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
歴
史
・
文
化
が

在
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
個
性
と
特
徴
を

最
大
限
最
大
に
活
か
し
、
心
を
一
つ
に
し
て

新
し
い
町
づ
く
り
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

　
私
は
町
民
の
皆
様
方
や
町
職
員
と
一
緒

に
な
っ
て
共
に
考
え
智
恵
を
出
し
、
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
て
計
画
を
た
て
、み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
汗
を
か
き
実
行
し「
町
民
一
人

ひ
と
り
が
生
き
が
い
や
誇
り
を
持
っ
て
生
活

す
る
活
力
あ
ふ
れ
る
町
」を
目
指
し
ま
す
。 

　
中
国
の『
論
語
』に「
千
乗
の
国
を
道
む
る

に
は
、
事
を
敬
し
て
信
あ
り
、
用
を
節
し
て
人

を
愛
す
る
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
国
を

治
め
る
た
め
に
は
ま
ず「
事
を
敬
し
て
信
あ
り
」

と
は
、
事
を
慎
重
に
行
い
言
行
一
致
す
る
よ

う
に
努
力
す
れ
ば
町
民
の
信
頼
を
失
う
こ
と

は
な
い
。 

　
次
に「
用
を
節
し
て
人
を
愛
す
る
」と
は
、

政
治
に
た
ず
さ
わ
る
人
は
税
金
を
も
と
に
仕

事
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
費
用
の
節
約
に
心

が
け
血
税
を
無
駄
に
使
わ
な
い
よ
う
に
し
、

そ
こ
か
ら
生
じ
る
財
政
の
余
裕
を
人
々
に
福

利
の
増
進
に
役
立
て
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
説
い
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も「
事
を
敬
し
て
信
あ
り
、
用
を

節
し
て
人
を
愛
す
る
」と
言
う
気
持
ち
を
常

に
忘
れ
る
こ
と
な
く
努
力
精
進
し
ま
す
。 

　
も
と
よ
り
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
町

民
の
皆
様
方
か
ら
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
信
頼
と

期
待
に
応
え
る
べ
く
全
力
を
あ
げ
て
新
し
い

町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

け
い 

こ
と 

よ
う 

お
さ 
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第
一
投
票
区
　 

第
二
投
票
区
　 

第
三
投
票
区 

第
四
投
票
区 

第
五
投
票
区
　 

第
六
投
票
区
　 

第
七
投
票
区 

第
八
投
票
区
　
　 

第
九
投
票
区
　 

第
十
投
票
区
　 

第
十
一
投
票
区 

第
十
二
投
票
区
　
　 

第
十
三
投
票
区
　 

 

第
十
四
投
票
区
　 

第
十
五
投
票
区 

第
十
六
投
票
区
　 

第
十
七
投
票
区
　 

第
十
八
投
票
区
　 

第
十
九
投
票
区 

 

第
二
十
投
票
区
　
　 

第
二
十
一
投
票
区
　 

第
二
十
二
投
票
区
　 

第
二
十
三
投
票
区 

 

 

片
山
政
春
氏
宅 

塩
田
集
会
所 

長
炭
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー 

長
尾
会
館 

満
濃
保
健
セ
ン
タ
ー 

神
野
自
衛
消
防
屯
所 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム 

ま
ん
の
う
町
役
場 

 

満
濃
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 

羽
間
集
会
場 

高
篠
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

西
高
篠
集
会
所 

公
文
下
自
治
会
集
会
場 

満
濃
選
挙
区
計 

梶
洲
集
落
セ
ン
タ
ー 

ま
ん
の
う
町
役
場
琴
南
支
所 

琴
南
公
民
館 

琴
南
総
合
セ
ン
タ
ー 

西
谷
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー 

川
奥
集
会
場 

琴
南
選
挙
区
計 

春
日
公
民
館 

帆
山
公
民
館 

新
目
小
国
会
館 

仲
南
北
幼
稚
園 

仲
南
選
挙
区
計 

総       

計 

三
三
九 

三
五
四 

一
、
一
四
〇 

八
三
三 

一
、
九
〇
二 

五
八
四 

八
六
〇 

一
、
一
七
五 

一
、
三
〇
三 

四
五
〇 

九
八
七 

二
六
四 

五
三
三 

一
〇
、
七
二
四 

三
八
二 

六
七
三 

六
八
二 

五
五
七 

二
五
九 

一
一
三 

二
、
六
六
六 

六
九
九 

一
、
一
一
〇 

七
八
一 

一
、
二
一
二 

三
、
八
〇
二 

一
七
、
一
九
二  

三
〇
六 

二
九
七 

九
七
四 

六
四
〇 

一
、
五
六
一 

四
七
二 

六
八
二 

九
四
一 

一
、
〇
八
一 

三
五
四 

七
五
四 

二
〇
二 

四
一
八 

八
、
六
八
二 

三
三
三 

五
六
〇 

五
七
七 

四
四
〇 

二
一
九 

一
〇
五 

二
、
二
三
四 

六
一
一 

九
一
六 

六
五
六 

九
八
六 

三
、
一
六
九 

一
四
、
〇
八
五 

九
〇
・
二
七 

八
三
・
九
〇 

八
五
・
四
四 

七
六
・
八
三 

八
二
・
〇
七 

八
〇
・
八
二 

七
九
・
三
〇 

八
〇
・
〇
九 

八
二
・
九
六 

七
八
・
六
七 

七
六
・
三
九 

七
六
・
五
二 

七
八
・
四
二 

八
〇
・
九
六 

八
七
・
一
七 

八
三
・
二
一 

八
四
・
六
〇 

七
八
・
九
九 

八
四
・
五
六 

九
二
・
九
二 

八
三
・
八
〇 

八
七
・
四
一 

八
二
・
五
二 

八
三
・
九
九 

八
一
・
三
五 

八
三
・
三
五 

八
一
・
九
三  

ま
ん
の
う
町
長
選
挙
投
票
結
果 

投
票
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
権
者
数
　
　
　 

投
票
者
数        

投
票
率 

議員選挙（仲南選挙区） 議員選挙（琴南選挙区） 議員選挙（満濃選挙区）　　　　 

開
票
結
果 

当
選
 

  
当
選
 

当
選
 

当
選
 

当
選
 

当
選
 

当
選
 

当
選
 

当
選
 

当
選
 

当
選
 

当
選
 

当
選
 

  
当
選
 

当
選
 

当
選
 

当
選
 

     
当
選
 

当
選
 

当
選
 

当
選
 

当
選
 

     

七
、六
七
〇
票
 

六
、〇
八
八
票
 

一
三
、七
五
八
票
 

九
八
〇
票
 

七
九
七
票
 

七
一
三
票
 

　
七
〇
五
・
四
五
五
票
 

六
八
六
票
 

六
四
七
・
五
四
四
票
 

六
四
〇
・
五
〇
七
票
 

　
六
二
〇
・
四
九
二
票
 

六
一
二
票
 

五
九
三
票
 

　
五
一
六
票
 

　
五
一
五
票
 

　
四
九
二
票
 

八
、五
一
七
・
九
九
八
票
 

四
三
八
票
 

四
〇
九
票
 

四
〇
四
票
 

二
九
八
票
 

二
一
七
票
 

一
八
三
票
 

一
七
一
票
 

七
九
票
 

二
、一
九
九
票
 

六
〇
〇
票
 

四
四
四
票
 

四
一
四
票
 

三
七
九
票
 

三
七
三
票
 

三
四
三
票
 

二
八
六
票
 

二
七
二
票
 

三
、一
一
一
票
  

町長選挙 

まんのう町長選挙・まんのう町議会議員選挙結果 
 

4月23日執行 〈投票率81.93％〉※町長選挙 

栗
田
　
隆
義
　
 

香
川
　
重
 

　
　
計
　
 

小
亀
　
重
喜
 

　
木
　
堅
　
 

加
地
　
禎
　
 

白
川
　
美
智
子
 

山
西
　
毅
　
 

白
川
　
年
男
 

大
西
　
豊
　
 

久
元
　
豊
 

藤
田
　
昌
大
 

大
岡
　
克
三
 

黒
木
　
保
　
 

松
下
　
一
美
　
 

大
平
　
靖
　
 

　
　
計
 

大
西
　
樹
 

　
尾
　
幸
男
　
 

谷
森
　
哲
雄
 

本
屋
敷
　
崇
　
 

三
好
　
郁
雄
　
 

堀
田
　
昭
治
　
 

眞
鍋
　
忠
彦
 

山
下
　
ト
キ
子
　
 

　
　
計
　
 

末
武
　
弘
道
 

川
原
　
茂
行
　
 

三
好
　
勝
利
　
 

橋
田
　
忍
　
 

白
川
　
皆
男
　
 

細
川
　
劭
　
 

尾
　
 
石
根
　
 

香
川
　
誠
治
　
 

　
　
計
 

 



まんのう町議会常任委員会等名簿 

ま
ん
の
う
町
議
会 

初
代 

　
　
　  
　
　
　

議
長
に 

副
議
長
に 

4

○1　 ○2　 ○3　 
○4　 ○5　 
　氏名      現住所　   年齢 

　職業      党派 

四角内数字は当選回数 
（旧町時当選回数含む） 

  □3

末
武 
弘
道
　 

山
脇
６
４
０
番
地
　 

６２
歳
　 

林
業
　 

無
所
属 

 ○1　 ○2　 ○3　 ○4　 ○5　 
す
え
た
け 
ひ
ろ
み
ち 

久
元
　
豊
　 

吉
野
下
６
０
４
番
地
　 

６１
歳
　 

農
業
　 

無
所
属 

 ○1　 ○2　 ○3　 ○4　 ○5　 

 □5

ひ
さ
も
と
　 

ゆ
た
か 

 □8

山
西
　
毅
　 

四
條
７
８
５
番
地
１
３
　 

７０
歳
　 

石
油
販
売
業
　 

無
所
属 

 ○1　 ○2　 ○3　 ○4　 ○5　 
や
ま
に
し
　
　
つ
よ
し 

　
さ
わ
や
か
な
初
夏
、
皆
様
方
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
五
月
十
二
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
ま
ん
の
う
町
議
会

臨
時
会
に
於
い
て
、
議
員
諸
氏
の
ご
推
挙
に
よ
り
不
肖
私
が
議

長
の
重
責
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、こ
の
上
は
、
一
層

精
進
に
務
め
、
誠
心
誠
意
、
公
正
無
私
の
立
場
を
堅
持
致
し
ま

す
こ
と
を
こ
こ
に
お
誓
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
旧
満
濃
町
、
旧
仲
南
町
、
、
旧
琴
南
町
に
は
こ
れ
ま
で
先
人

が
築
き
上
げ
て
き
た
優
れ
た
歴
史
や
文
化
、
伝
統
や
産
業
等

が
あ
り
、こ
れ
を
大
き
な
基
礎
と
し
な
が
ら
、
誰
も
が
住
み
よ
い
、

住
み
続
け
た
い
町
づ
く
り
に
向
け
て
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
存
じ
ま
す
。 

　
長
引
く
経
済
不
況
の
中
に
あ
っ
て
、
各
地
域
で
も
、
農
業
を

は
じ
め
商
工
業
は
大
き
な
経
済
的
打
撃
を
受
け
て
お
り
、
経
済

の
再
生
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。
産
業
構
造
の
変
化
、
社
会
環
境

の
悪
化
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
す
る
対
応
、
教
育
文
化
の

振
興
等
、
本
町
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
解
決
す
べ
き
諸
問
題
に
対

し
て
、
積
極
的
に
対
応
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

二
十
一
世
紀
は
情
報
化
の
時
代
と
言
わ
れ
て
お
り
、
町
議
会

も
情
報
公
開
条
例
の
も
と
、
透
明
性
の
あ
る
議
会
運
営
に
つ
と

め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
御
意
見
を
よ
く
聞
き
、

一
緒
に
な
っ
て
新
し
い
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
臥
薪
嘗
胆
の
気
持
ち
で
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

　
更
な
る
町
民
皆
様
の
御
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ
、
私
の
就
任
の
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。 

が 
 

し
ん

し
ょ
う

た
ん 

総務常任委員会 

中讃広域行政事務組合 

教育民生常任委員会 

仲多度南部消防組合  

建設経済常任委員会 

財田川防災組合  

議会運営委員会  

委 員 長  

副委員長 

委 員  

委 員  

委 員  

委 員  

委 員  

議 員  

議 員  

議 員  

委 員 長  

副委員長 

委 員  

委 員  

委 員  

委 員  

委 員  

議 員  

議 員  

 

委 員 長  

副委員長 

委 員  

委 員  

委 員  

委 員  

委 員  

委 員 長  

副委員長 

委 員  

委 員  

委 員  

委 員  

議 員  

議 員  

議 員  

山 西 　 毅  

末武　弘道 

松下　一美 

山 西 　 毅  

大 西 　 樹  

 

川原　茂行 

末武　弘道 

橋 田 　 忍  

藤田　昌大 

本屋敷　崇 

久 元 　 豊  

白川美智子 

白川　年男 

小亀　重喜 

山 西 　 毅  

高尾　幸男 

黒 木 　 保  

谷森　哲雄 

川原　茂行 

大 西 　 豊  

末武　弘道 

橋 田 　 忍  

加 地 　 禎  

川原　茂行 

三好　勝利 

高尾　幸男 

藤田　昌大 

大 西 　 樹  

三好　勝利 

大 西 　 樹  

　 木 　 堅  

加 地 　 禎  

松下　一美 

大岡　克三 

白川　皆男 

議
長
就
任
の
ご
挨
拶 

　
　
　
　
　
　

 

ま
ん
の
う
町
議
会
議
長  

山
西
　
毅 

５
月
12
日
、
第
一
回
ま
ん
の
う
町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
正
副
議
長
の
選
出
、
常
任
委
員
会
の
選
出
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
議
長
に
山
西
毅
氏
（
四
條
）
、
副
議
長
に
末
武
弘
道
氏
（
山
脇
）が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

山西　毅氏 

末武｠弘道氏 
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まんのう町議会議員 

 □1

小
亀 

重
喜
　
　 

吉
野
３
４
１
０
番
地
　 

４１
歳
　 

会
社
役
員
　 

無
所
属 

○1　 ○2　 ○3　 ○4　 ○5　 
こ
が
め  

し
げ
き  □2

本
屋
敷
　
崇
　 

勝
浦
１
０
３
７
番
地
　 

３０
歳 

無
職
　 

無
所
属 

 ○1　 ○2　 ○3　 ○4　 ○5　 
ほ
ん
や
し
き     

た
か
し 

白
川 

年
男
　
　 

炭
所
西
１
１
２
４
番
地
１
　 

６０
歳
　 

農
業
　 

無
所
属 

 ○1　 ○2　 ○3　 ○4　 ○5　 

 □2

し
ら
か
わ 

と
し
お  □2

白
川 

皆
男
　 

買
田
６
１
２
番
地
５
　 

６１
歳
　 

農
業
　 

無
所
属 

 ○1　 ○2　 ○3　 ○4　 ○5　 
し
ら
か
わ 

み
な
お 

橋
田
　
忍
　 

七
箇
５
０
番
地
　 

６５
歳
　 

農
業
　 

無
所
属 

 ○1　 ○2　 ○3　 ○4　 ○5　 

 □2

は
し
だ
　  

し
の
ぶ 

白
川 

美
智
子
　 

羽
間
２
６
１
９
番
地
１
　 

６９
歳
　 

農
業
　 

日
本
共
産
党 

 ○1　 ○2　 ○3　 ○4　 ○5　 

 □2

し
ら
か
わ 

み
ち
こ 

 □4

大
西
　
樹
　 

中
通
１
９
４
番
地
　 

４９
歳
　 

会
社
員
　 

無
所
属 

 ○1　 ○2　 ○3　 ○4　 ○5　 
お
お
に
し   

し
げ
き  □4

藤
田 

昌
大
　 

岸
上
１
９
番
地
２
　 

５８
歳
　 

会
社
員
　 

無
所
属 

 ○1　 ○2　 ○3　 ○4　 ○5　 
ふ
じ
た
　
ま
さ
お  □4

黒
木
　
保
　 

吉
野
６
８
０
番
地
1 

６３
歳
　 

農
業
　 

無
所
属 

 ○1　 ○2　 ○3　 ○4　 ○5　 
く
ろ
き
　
　
た
も
つ  □5

大
岡 

克
三
　 

吉
野
下
２
７
１
番
地
2
　 

５８
歳
　 

商
業
　 

無
所
属 

 ○1　 ○2　 ○3　 ○4　 ○5　 
お
お
お
か 

か
つ
み 

松
下 
一
美
　 

長
尾
１
３
０
５
番
地
２
　 

５９
歳
　 

農
業
　 

無
所
属 

 ○1　 ○2　 ○3　 ○4　 ○5　 

 □5

ま
つ
し
た
　

か
ず
み 

 □5

三
好 

勝
利
　 

七
箇
２
７
６
２
番
地
２
　 

６２
歳
　 

商
業
　 

無
所
属 

 ○1　 ○2　 ○3　 ○4　 ○5　 
み
よ
し
　
か
つ
と
し  □6

大
西
　
豊
　 

吉
野
８
３
３
番
地
２
　 

５８
歳
　 

会
社
役
員
　 

無
所
属 

 ○1　 ○2　 ○3　 ○4　 ○5　 
お
お
に
し 

　
ゆ
た
か  □6

川
原 

茂
行
　 

七
箇
１
１
１
７
番
地
　 

６５
歳
　 

農
業
　 

無
所
属 

 ○1　 ○2　 ○3　 ○4　 ○5　 
か
わ
は
ら
　
し
げ
ゆ
き  □6

加
地
　
禎
　 

吉
野
下
８
３
１
番
地
２
　 

７０
歳
　 

会
社
役
員
　 

無
所
属 

 ○1　 ○2　 ○3　 ○4　 ○5　 
か
ぢ
　  

た
だ
し  □8

谷
森 

哲
雄
　 

造
田
１
０
０
４
番
地
　 

６５
歳
　 

農
業
　 

無
所
属 

 ○1　 ○2　 ○3　 ○4　 ○5　 
た
に
も
り
　
て
つ
お 

　
尾 

幸
男
　 

川
東
２
４
６
７
番
地
　 

５８
歳
　 

農
業
　 

無
所
属 

 ○1　 ○2　 ○3　 ○4　 ○5　 

 □5

た
か
お
　

ゆ
き
お 

 □7

　
木
　
堅
　 

長
尾
４
番
地
１
　 

５６
歳
　 

農
業
　 

無
所
属 

 ○1　 ○2　 ○3　 ○4　 ○5　 
た
か
ぎ
　
　
ひ
さ
し 
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【
発
議
】 

ま
ん
の
う
町
議
会
委
員
会
条
例
の
制
定
に

つ
い
て 

　
右
記
条
例
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
ん
の
う
町
議
会
会
議
規
則
の
制
定
に
つ

い
て 

　
右
記
規
則
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
ん
の
う
町
議
会
事
務
局
設
置
条
例
の
制

定
に
つ
い
て 

　
右
記
条
例
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

【
議
案
】 

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て(

字
の
名
称
の

変
更
に
つ
い
て) 

　
右
記
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て(

ま
ん
の
う
町

の
役
場
の
位
置
を
定
め
る
条
例
ほ
か
１
６

４
件
の
条
例
の
制
定
に
つ
い
て)

右
記
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て(

ま
ん
の
う
町

の
指
定
金
融
機
関
の
指
定
に
つ
い
て) 

　
株
式
会
社
百
十
四
銀
行
が
指
定
金
融

機
関
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て(

公
平
委
員

会
の
事
務
の
委
託
に
つ
い
て) 

　
公
平
委
員
会
の
事
務
を
香
川
県
に
委

託
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て(

資
源
ご
み
等

の
圧
縮
選
別
等
処
理
に
関
す
る
事
務
の
委

託
に
つ
い
て) 

　
資
源
ご
み
等
の
圧
縮
選
別
等
処
理
に
関

す
る
事
務
を
善
通
寺
市
に
委
託
す
る
こ
と

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て(

香
川
県
市

町
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
香
川
県
市
町

総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い

て) 　
綾
南
環
境
衛
生
組
合
の
脱
退
に
よ
り
規

約
の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て(

香
川
県
市

町
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
に
伴
う
財
産
処
分
に

つ
い
て) 

　
綾
南
環
境
衛
生
組
合
の
脱
退
に
よ
り
財

産
処
分
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て(

香
川
県
市

町
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
香
川
県
市
町

総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い

て) 　
小
豆
島
町
、
綾
川
町
の
設
置
等
に
伴
い

規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て(

香
川
県
市

町
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
香
川
県
市
町

総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い

て) 　
高
松
地
区
広
域
市
町
村
圏
振
興
事
務

組
合
の
脱
退
に
よ
り
規
約
の
一
部
を
変
更

す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て(

香
川
県
市

町
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
に
伴
う
財
産
処
分
に

つ
い
て) 

　
高
松
地
区
広
域
市
町
村
圏
振
興
事
務

組
合
の
脱
退
に
よ
り
財
産
処
分
に
つ
い
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て(

中
讃
広
域

行
政
事
務
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す 

る
規
約) 

　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
規
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て 

平
成
17
年
度
ま
ん
の
う
町
一
般
会
計
予

算 　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
、

２
、７
６
７
、８
１
４
、０
０
０
円
に
な
り
ま

し
た
。 

平
成
17
年
度
ま
ん
の
う
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
、

３
９
７
、６
１
６
、０
０
０
円
と
し
、
直
営
診

療
施
設
勘
定
に
つ
い
て
は
１
６
、３
７
４
、０

０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
17
年
度
ま
ん
の
う
町
老
人
保
健
特

別
会
計
予
算 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
、

４
６
７
、０
８
１
、０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
17
年
度
ま
ん
の
う
町
下
水
道
特
別

会
計
予
算 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
、

１
５
０
、９
８
１
、０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
17
年
度
ま
ん
の
う
町
農
業
集
落
排

水
特
別
会
計
予
算 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
、

３
３
、０
４
７
、０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。 

平成18年 
第１回 

まんのう町議会 
臨 時 会  

5月12日開会 

会期1日間 
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平
成
17
年
度
ま
ん
の
う
町
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
、

３
６
、８
６
９
、０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
17
年
度
ま
ん
の
う
町
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
、

４
４
１
、５
９
４
、０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
17
年
度
ま
ん
の
う
町
診
療
所
特
別

会
計
予
算 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
、

１
４
、２
０
２
、０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
17
年
度
ま
ん
の
う
町
浄
化
槽
整
備

推
進
事
業
特
別
会
計
予
算 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
、

８
４
、３
５
１
、０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
17
年
度
ま
ん
の
う
町
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
特
別
会
計
予
算 

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
、

９
、４
１
６
，
０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
17
年
度
ま
ん
の
う
町
水
道
事
業
会

計
予
算 

○
収
益
的
収
支 

収
入
予
定
総
額
２
５
９
、０
０
０
円
に
対
し
、

支
出
予
定
総
額
８
、５
９
４
、０
０
０
円
に

な
り
ま
し
た
。 

○
資
本
的
収
入 

収
入
予
定
総
額
が
１
、０
０
０
円
に
な
り
ま 

し
た
。 

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て 

平
成
18
年
度
ま
ん
の
う
町
一
般
会
計
暫

定
予
算 

　
歳
入
歳
出
暫
定
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ

れ
、２
、６
２
４
、５
０
８
、０
０
０
円
に
な
り

ま
し
た
。 

平
成
18
年
度
ま
ん
の
う
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
暫
定
予
算 

　
歳
入
歳
出
暫
定
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ

れ
、５
３
５
、４
０
６
、０
０
０
円
と
し
、
直
営

診
療
施
設
勘
定
に
つ
い
て
は
１
０
、４
８
５
、

０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
18
年
度
ま
ん
の
う
町
老
人
保
健
特

別
会
計
暫
定
予
算 

　
歳
入
歳
出
暫
定
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ

れ
、７
３
６
、６
８
２
、０
０
０
円
に
な
り
ま
し

た
。 

平
成
18
年
度
ま
ん
の
う
町
介
護
保
険
特

別
会
計
暫
定
予
算 

　
歳
入
歳
出
暫
定
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ

れ
、８
７
８
、３
８
０
、０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
18
年
度
ま
ん
の
う
町
診
療
所
特
別

会
計
暫
定
予
算 

　
歳
入
歳
出
暫
定
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ

れ
、３
０
、８
６
１
、０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
18
年
度
ま
ん
の
う
町
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
暫
定
予
算 

　
歳
入
歳
出
暫
定
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ

れ
、３
７
、６
３
２
、０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
18
年
度
ま
ん
の
う
町
下
水
道
特
別

会
計
暫
定
予
算 

　
歳
入
歳
出
暫
定
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ

れ
、７
１
、８
４
１
、０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
18
年
度
ま
ん
の
う
町
農
業
集
落
排

水
特
別
会
計
暫
定
予
算 

　
歳
入
歳
出
暫
定
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ

れ
、８
、４
２
２
、０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
18
年
度
ま
ん
の
う
町
浄
化
槽
整
備

推
進
事
業
特
別
会
計
暫
定
予
算 

　
歳
入
歳
出
暫
定
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ

れ
、４
６
、１
９
３
、０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
18
年
度
ま
ん
の
う
町
水
道
事
業
会

計
暫
定
予
算 

○
収
益
的
収
支 

　
収
入
予
定
総
額
５
８
、７
０
５
、０
０
０

円
に
対
し
、
支
出
予
定
総
額
４
５
、２
９
６
、

０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。 

○
資
本
的
収
支 

　
収
入
予
定
総
額
２
、０
０
０
、０
０
０
円

に
対
し
、
支
出
予
定
総
額
４
、０
０
０
、０
０

０
円
に
な
り
ま
し
た
。 

※
暫
定
予
算
と
は
、
暫
定
的
な
期
間
に
限

り
執
行
さ
れ
る
予
算
で
す
。
前
記
の
予
算
は

平
成
18
年
４
月
〜
平
成
18
年
６
月
ま
で
を

想
定
し
た
予
算
で
す
。 

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て(

ま
ん
の
う
町

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例) 

　
右
記
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て(

ま
ん
の
う
町

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例) 

　
右
記
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て(

ま
ん
の
う
町

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例) 

　
右
記
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

ま
ん
の
う
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て 

　
教
育
委
員
会
委
員
に
三
原
一
夫
氏
（
吉

野
）
、
岩
山
康
子
氏
（
四
條
）
、
尾
鼻
勝
吉

氏
（
佐
文
）
、
千
葉
恭
子
氏
（
羽
間
）
、
望
月

亮
道
氏
（
勝
浦
）
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い

て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
ん
の
う
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て 

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

小
笠
厚
氏
（
七
箇
）
、
五
味
孝
氏
（
吉
野
）
、

山
下
道
治
氏
（
中
通
）を
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

    



平成18年まんのう町第2回臨時教育委員会において、教育委員長、

教育長などの選任がおこなわれ、委員長に三原一夫氏（吉野）、教育

長に尾鼻勝吉氏（佐文）が選任されました。 

教育長に尾鼻勝吉氏が就任 

まんのう町教育長 

　　　尾鼻 勝吉氏 

委 員 長  

委員長職務代理 

委 員  

委 員  

教 育 長  

三原　一夫（吉野） 

千葉　恭子（羽間） 

岩山　康子（四條） 

望月　亮道（勝浦） 

尾鼻　勝吉（佐文）  

まんのう町教育委員会委員 
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学
校
長
、仲
南
町
教
育
長
等
と
し
て
永
年
に

わ
た
り
学
校
教
育
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。 

平田 峯士　氏(宮田) 

瑞宝双光章 

教育功労 

元公立中学校長 

 

　
飯
綾
消
防
組
合
消
防
本
部
消
防
司
令
長
等

と
し
て
、永
年
に
わ
た
り
消
防
行
政
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。 

 

横関 英雄 氏(買田) 

瑞宝単光章 

消防功労 

元飯綾消防組合消防本部消防司令長 

 

　
香
川
県
議
会
議
員
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り

県
政
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 栗田 隆義 氏(四條) 

県政功労 

元香川県議会議員 

現まんのう町長 

 

　
仲
南
町
自
治
会
連
合
会
長
等
と
し
て
永
年

に
わ
た
り
自
治
会
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

和泉 幸男氏(塩入) 

地方自治功労 

元仲南町自治会連合会会長 

 

　
中
山
土
地
改
良
区
理
事
、理
事
長
と
し
て
永

年
に
わ
た
り
地
域
農
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、仲
南
町
議
会
議
員
と
し
て
永
年
に

わ
た
り
地
域
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

山下 哲男 氏(七箇) 

土地改良功労 

元中山土地改良区理事長 

 

　
満
濃
町
議
会
議
員
、
長
炭
村
議
会
議
員
と

し
て
、永
年
に
わ
た
り
町
・
村
政
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。 

故横田 文雄 氏(長炭) 

瑞宝単光章 

地方自治功労 

元満濃町議会議員 

 

　
県
鳥
獣
保
護
員
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
鳥

獣
保
護
行
政
の
推
進
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。 

稲毛 廣武 氏(造田) 

環境保全功労 

現香川県鳥獣保護員 

 

　
永
年
に
わ
た
り
、
均
質
優
良
材
を
生
産
す
る

森
林
の
造
成
・
整
備
に
尽
力
し
、
後
継
者
育
成

や
林
業
技
術
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。 

豊田 正 氏(塩入) 

林業振興功労 

篤林家 

 

特
別
叙
勲
 

平
成
18
年
春
の
叙
勲
 

第
６
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
 

憲
法
記
念
日
知
事
表
彰
 

叙 勲 
表 彰 
 



          

日
　
時
：
6
月
24
日（
土
）　
10
時
〜
12
時  

          

場
　
所
：
長
尾
会
館 

　
参
加
費
：
１
０
０
円  

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
作
っ
た
り
遊
ん
だ
り
す
る
つ
ど
い
で
す
。 

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
！
　 

お
問
い
合
わ
せ
は
　  

７
９
・
２
０
２
１
ま
で
。 

          

日
　
時
：
6
月
24
日（
土
）　
10
時
〜
12
時  

          

場
　
所
：
長
尾
会
館 

　
参
加
費
：
１
０
０
円  

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
っ
て
作
っ
た
り
遊
ん
だ
り
す
る
つ
ど
い
で
す
。 

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
！
　 

お
問
い
合
わ
せ
は
　  

７
９
・
２
０
２
１
ま
で
。 

 

　
私
た
ち
の
社
会
に
は
、
部
落
問
題
を
は
じ

め
、
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、「
障
害
」
者
、

ア
イ
ヌ
の
人
び
と
、
外
国
人
、
H
I
V
感
染

者
、ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
等
を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
が
存
在
す
る
と
と
も
に

国
際
化
、
高
度
情
報
化
、
少
子
高
齢
化
等

の
進
展
に
伴
い
新
た
な
人
権
問
題
も
生
じ
て

い
ま
す
。
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、
人
権
救

済
手
続
き
を
整
備
す
る
た
め
の
法
整
備
等

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
は
、
部
落
問
題
な
ど
人
権
問
題

に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
に
、
学
校
や
家
庭
、
地
域

で
研
修
や
講
演
会
、
講
座
へ
の
参
加
、ま
た

広
報
誌
な
ど
の
啓
発
資
料
で
、
多
く
の
知
識

を
身
に
つ
け
て
こ
ら
れ
て
お
り
、
差
別
を
許
さ

な
い
気
持
ち
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
そ
の
知
識
や
感
動
が
自
分
の
生
活
の

中
に
定
着
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。 

　
人
権
の
意
義
、
内
容
等
や
重
要
性
に
つ
い

て
理
解
し「
自
分
の
大
切
さ
と
共
に
他
の
人

の
大
切
さ
を
認
め
る
こ
と
」が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、そ
れ
が
様
々
な
場
面
等
で
の
具
体
的

な
態
度
や
行
動
に
現
れ
、
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
行
動
に
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
地
域
社
会
に
人

権
文
化
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。 

　
こ
れ
ま
で
の
、人
権
学
習
は
、講
演
、講
座
、

講
義
を
聴
い
た
り
し
て
、
基
礎
的
な
知
識
を

習
得
す
る
受
け
止
め
型
学
習
が
多
く
取
り

い
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
、
人

権
問
題
を
自
分
の
問
題
と
し
て
ど
う
考
え

る
か
、
自
主
的
な
学
習
活
動
、い
わ
ゆ
る
参

加
型
・
体
験
型
の
学
習
活
動
の
推
進
が
大

切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
町
で
も
、
地
域
に
根
ざ

し
た
学
習
講
座
を
各
地
区
公
民
館
な
ど
を

拠
点
に
実
施
し
た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

後
日
内
容
周
知
を
い
た
し
ま
す
。
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

 

　
あ
る
日
の
放
課
後
の
こ
と
で
し
た
。
運
動
場
で
遊
ん
で
い
た
ら
、
急
に
だ
れ
か

が
ぶ
つ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
そ
の
場
に
転
び
、
け
が
を
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
後
ろ
を
ふ
り
向
く
と
、
そ
の
子
は
、『
ご
め
ん
』の
一
言
も
言
わ
ず
、
そ
の
ま
ま

走
り
去
っ
て
い
く
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ぼ
く
が
、
痛
み
を
こ
ら
え
、
立
ち
上
が
ろ

う
と
し
た
時
、
ク
ラ
ス
の
友
達
が
、『
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。
』
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
友
達
は
、
保
健
室
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
、
し
っ
布
を
は
っ
て
く
れ
ま

し
た
。 

　
病
院
へ
行
く
と
、
ね
ん
ざ
し
て
い
る
の
で
、
当
分
、
運
動
を
し
な
い
よ
う
言
わ
れ

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
大
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
な
い
の
と
、
思
う
よ
う
に
歩
け
な

い
く
や
し
さ
か
ら
、
け
が
を
し
た
の
は
、
全
部
、
昨
日
ぶ
つ
か
っ
て
き
た
友
達
の
せ
い

だ
、
あ
の
友
達
が
悪
い
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

　
次
の
日
の
朝
、
そ
の
友
達
が
ぼ
く
の
方
へ
寄
っ
て
き
た
の
で
、
あ
や
ま
り
に
来
た

の
か
な
と
思
い
友
達
の
顔
を
見
ま
し
た
。
す
る
と
、
ぼ
く
の
足
を
見
て
、「
そ
の
足
、

ど
う
し
た
ん
。
」
と
何
も
知
ら
な
い
か
の
よ
う
に
言
っ
た
の
で
、
ね
ん
ざ
し
た
こ
と
を

つ
げ
る
と
、「
本
当
に
？
ぼ
く
が
当
た
っ
た
か
ら
？
ご
め
ん
な
。
」
と
あ
や
ま
っ
て
く

れ
ま
し
た
。こ
の「
ご
め
ん
」の
一
言
が
ぼ
く
の
気
持
ち
を
楽
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
、
ぼ
く
は
、
自
分
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。 

　
「
ど
う
し
て
く
れ
る
ん
？
ゆ
る
さ
な
い
か
ら
。
」
と
困
ら
せ
た
事
が
あ
り
ま
し

た
。
す
ぐ
に
許
さ
な
か
っ
た
自
分
を
反
省
し
ま
し
た
。
ま
た
、『
ご
め
ん
、
だ
い
じ
ょ

う
ぶ
』の
こ
と
ば
が
、
す
ぐ
に
出
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
今
回
の
こ
と
を
通
し
て
、こ
と
ば
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
困
っ
て
い
る
友
達
や
悲
し
ん
で
い
る
友
達
に
対
し
て
、
自
分
に
は
関
係
な
い

と
知
ら
ん
顔
を
せ
ず
に
、
自
分
が
言
わ
れ
て
う
れ
し
い
こ
と
ば
を
か
け
た
い
と
思

い
ま
し
た
。 

　
や
さ
し
さ
を
こ
と
ば
で
表
せ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。 

 

人権  
啓発  

会館ジャーナル 

長尾会館 
子どもの集い 

 

  

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ 

 

　
　
　
参
加
型
体
験
で
人
権
学
習
を 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
条
小
学
校
六
年
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

小
林
功
希 

 

優
し
さ
は
、
一
言
か
ら
　
　
　
　 

人権作文コーナー 人権作文コーナー 

魚
つ
り
を
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！ 

 

魚
つ
り
を
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！ 
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集落の資源・環境を守ろう  集落の資源・環境を守ろう  
農地・水・環境保全向上対策に向けて 

集落の資源・環境を守ろう  

地域ぐるみでの農地や水を守る効果の高い共同活動と、 
環境保全に向けた営農活動を支援します。 施策の概要 

（1）新しい制度が始まります 

※ 平成19年度から本格的に 
　｠施策が導入されます。 
　　 平成18年度は、全国約600の地域で、 
　　　共同活動に対してモデル的な支援を行います。 

※ 共同活動だけでも 
　 支援を受けられます。 
 

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ） 

事業の手続き 

地域協議会 
（香川県、水土里ネット香川、他） 

活動組織 
　 規約の作成 

    活動計画の作成 

○1
○2

○5○4　 申告・報告 承認 ○6 助成 

○7 活動の実施 ○8 履行確認 

○3 協定締結 

まんのう町 

農地面積支払 

取組面積に応じた支払+集落等を 
単位とする支援 

営農活動への支援 
地域の環境保全に向けた先進的な営農活動を支援 

共同活動への支援 
農地・水等を守り、質を高める効果の高い共同活動を支援 

■アイガモ農法 

■水路の 
生き物調査 

■ため池の 
草刈り 

■土づくり、 
化学肥料、 
農薬の低減 
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まず、農業者以外の者（組織）を含めた活動組織を作りましょう。 活動組織と規約の作成 

（2）支援を受けるには？ 

活動組織の構成例 

活動計画の例 

現状維持にとどまらず、質的向上を図る活動計画を作りましょう。 活動計画の作成 

誘
導
部
分 

点検の準備 計画・啓発 実践活動 

基
礎
部
分 

農地・水向上 
（施設の長寿命化など） 

農村環境向上 
（生態系保全、景観形成など） 

資源の適切な 
保全管理 

施設の寿命を縮める
劣化がないか点検 

破損部分をこまめに補修

ゲートの保守管理の徹底 

生き物調査の実施 

水路沿いに花の植付 

水路のそうじ、草刈り 

農道への砂利の補充 

きめ細かな補
修・保全の役
割分担 

地域全体へ
の啓発・普及 

実践活動の
年間計画を
策定 

地域住民やNPO等
を交えた話し合い 

施設の機能に支障
が生じていないか 
点検 

地域住民 
参加型 

農業者 

自治会 

地域 
住民 

水土里ネット 
JA等 

地域内 
交流型 

農業者 

自治会 

消防団 

地域 
住民 

水土里ネット 
JA等 

学校 
PTA

都市・農村 
交流型 

農業者 

自治会 

消防団 

地域 
住民 

都市 
住民 

水土里ネット 
JA等 

学校 
PTA

NPO 
企業等 

まんのう町と協定を結びます。 協定の締結と助成 

協定のイメージ 

ま
ん
の
う
町 

活
動
組
織 

規約の作成　 

活動計画の作成　 

活動の実施　 

実施状況等の報告 

助言、指導 

実践状況確認等 協定 

○農地・水・環境保全向上対策についてのお問い合せ先〈土地改良課・    73ー0121〉 
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環
境
美
化
推
進
協
議
会
の
設
立
に
向
け
て
 

　
ま
ん
の
う
町
で
は
、３
月
20
日
、合
併
と
同

時
に
旧
三
町
で
制
定
さ
れ
て
い
た
環
境
美
化

条
例
を
組
み
合
わ
せ
、「
ま
ん
の
う
町
環
境
美

化
条
例
」が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
条
例
は
ま
ん
の
う
町
環
境
基
本
条
例

の
も
と
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。空
き
缶
等
及
び

吸
い
殻
等
の
散
乱
を
防
止
し
、
空
き
缶
等
の

回
収
及
び
再
資
源
化
を
促
進
す
る
こ
と
等
に

よ
り
、
地
域
環
境
の
美
化
や
資
源
の
有
効
利

用
等
を
図
り
ま
す
。そ
し
て
、快
適
な
生
活
環

境
の
保
全
と
清
潔
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
し

て
い
く
こ
と
目
的
を
と
し
て
い
ま
す
。 

 
 

             　
こ
の
条
例
の
中
に
町
民
等
の
責
務
が
あ
り
、

地
域
の
環
境
美
化
、リ
サ
イ
ク
ル
、
環
境
保

全
の
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
に
、町
民
の
皆
様
方
で
、環
境
美

化
推
進
協
議
会
を
組
織
化
し
て
活
動
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
旧
満
濃
町
で
は
、平
成
12
年
１
月
に
環
境

美
化
推
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、活
動
が
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

そ
の
内
容
は
 

一
、 
学
校
に
お
け
る
環
境
学
習
の
推
進
 

二
、 
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
 

三
、 
地
域
の
環
境
美
化
の
推
進
 

四
、 
環
境
保
全
と
不
法
投
棄
等
の
防
止
 

五
、 
グ
リ
ー
ン
購
入
活
動
等
の
推
進
 

な
ど
で
し
た
。 

　
こ
の
ほ
ど
、琴
南
地
区
、仲
南
地
区
を
合
わ

せ
た
ま
ん
の
う
町
全
域
に
お
い
て
、環
境
美
化

推
進
協
議
会
を
組
織
化
し
て
、ゴ
ミ
の
な
い
美

し
く
快
適
な
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。 

環
境
美
化
条
例
に
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。 

　
ま
ん
の
う
町
環
境
美
化
条
例
の
中
に
は
、

投
棄
の
禁
止
、落
書
き
禁
止
、飼
い
犬
の
ふ
ん

の
放
置
の
禁
止
、
飲
食
料
販
売
事
業
者
へ
の

回
収
容
器
の
設
置
管
理
、空
き
地
の
管
理
な

ど
、
町
民
や
事
業
者
の
責
務
が
制
定
さ
れ
て

お
り
、違
反
し
た
も
の
が
措
置
命
令
に
従
わ
な

い
と
き
は
、５
万
円
以
下
〜
２
千
円
ま
で
の
過

料
が
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
再
三
の
指
導
又
は
勧
告
に
応
じ
な

い
悪
質
者
は
そ
の
氏
名
等
を
公
表
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

衛
生
カ
レ
ン
ダ
ー
の
訂
正
と
お
詫
び
 

　
衛
生
カ
レ
ン
ダ
ー
満
濃
地
区
自
治
会
名

で
東
１
、東
２
、西
と
あ
る
の
は
片
岡
東
１
、片

岡
東
２
、片
岡
西
で
す
。中
、下
１
、下
２
は
大

向
中
、大
向
下
１
、大
向
下
２
で
す
。ま
た
、東

は
東
佐
岡
で
す
。　
 

　
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

　
ま
た
、他
の
自
治
会
の
表
記
に
つ
い
て
も
統

一
が
取
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。お

詫
び
い
た
し
ま
す
。 

  リ
サ
イ
ク
ル
の
お
願
い
 

●
雑
誌
、本
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
 

　
４
月
か
ら
新
聞
と
広
告
・
チ
ラ
シ
が
い
っ
し

ょ
に
併
せ
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
よ
う
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
新
聞
類
の
な
か
に
雑
誌
や

本
が
混
ざ
っ
て
い
て
困
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

混
ざ
る
と
全
て
が
雑
誌
扱
い
に
な
る
の
で
、
必

ず
分
類
し
て
出
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

●
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
メ
モ
 

　
シ
ャ
ン
プ
ー
の
容
器
は
使
い
終
わ
っ
た
あ
と

フ
タ
を
取
り
、も
う
一
度
お
湯
を
少
し
入
れ

中
身
を
使
い
切
っ
た
あ
と
洗
っ
て
出
し
ま
し
ょ

う
。も
う
一
回
分
、洗
髪
で
き
ま
す
。ま
た
、容

器
を
洗
う
水
も
少
な
く
て
す
み
ま
す
。 

・・・
一
挙
両
得
リ
サ
イ
ク
ル
先
生
よ
り
 

地球環境を守り、資源の確保を図る 

 

まんのう町環境美化 
　    推進協議会設立に向けて 
　　　　　　　　　　　　　　～ゴミのない快適なまちづくりのために～ 

 

環境学習・土器川生物調査（四条小学校） 

  環境保全課 
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ア ル ミ 缶  

ス チ ー ル 缶  

生 き び ん  

茶 色 び ん  

無 色 び ん  

そ の 他 び ん  

P E T ボト ル  

新 聞 紙  

雑 誌  

段 ボ ー ル 紙  

布 

廃プラスチック 

乾 電 池  

14,140 

17,240 

5,900 

38,820 

29,370 

5,160 

13,650 

220,150 

151,390 

31,140 

19,960 

13,750 

1,270 

561,940

5,610 

7,280 

3,070 

13,890 

12,320 

1,950 

4,950 

71,740 

72,850 

17,810 

3,720 

5,010 

680 

220,880

3,760 

4,950 

3,950 

12,130 

7,820 

1,330 

2,770 

43,430 

33,670 

8,700 

1,090 

6,020 

640 

130,250

23,510 

29,470 

12,910 

64,840 

49,510 

8,440 

21,370 

335,320 

257,910 

57,650 

24,770 

24,780 

2,590 

913,070

平成17年度 資源ごみ収集量（単位:kg)

区分 　　     満濃町　    仲南町　   ｠ 琴南町　        計 

合計 

　
平
成
17
年
度
一
年
間
に
は
、
三
町
で
一
千

ト
ン
近
い
ゴ
ミ
が
資
源
と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま

し
た
。引
き
続
き
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。 

施
設
見
学
し
ま
せ
ん
か
 

　
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
ん
の
う
で
は
町

民
の
人
た
ち
か
ら
出
さ
れ
た
資
源
ゴ
ミ
の
ス
ト
ッ

ク
と
中
間
処
理
を
し
て
い
ま
す
。 

　
集
ま
っ
た
も
の
が
ど
の
よ
う
に
中
間
処
理
さ
れ

て
い
る
か
を
見
学
で
き
ま
す
。
町
民
の
方
か
ら
の

申
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

毎
月
第
三
火
曜
日
・
10
時
〜
11
時
30
分
 

と
こ
ろ
／
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
ん
の
う
 

（
ま
ん
の
う
町
長
尾
一
一
五
八
番
地
） 

　
　

7
9
・
１
９
１
９
担
当
 
神
余
ま
で
 

 リ
サ
イ
ク
ル
の
お
知
ら
せ
 

パソコン講習会受講生募集 平成１８年度 

平成１８年度 

まんの
う町 

まんのう町職員採用上級試験 

受 講 対 象 者  

講 習 機 関  

講 習 内 容  

講 習 会 場  

受 講 時 間 帯  

受 講 料  

申 込 方 法  

申 込 期 間  

20歳以上の町民、又は町内に勤務されている方。 

8月～11月末 

パソコン全般的基礎 

　役場本庁　｠長炭地区活性化センター　｠高篠ふれあいセンター　｠ 

　仲南公民館　｠琴南公民館 

 Ａコース/平日：午前　Ｂコース/平日：午後　Ｃコース/土曜日：午後　Ｄコース/土曜日：夜間　 

各コース/3時間（3日間） 

無料（但し、テキストを希望される方はテキスト代が必要） 

受講申込用紙を、教育委員会・各支所・各公民館に提出下さい。 

7月30日〆切 

 

○1 ○2 ○3

○4 ○5

試 験 区 分　一般行政・社会福祉士 

採用予定人員　若干名 

勤 務 先　まんのう町 

受 験 資 格　昭和52年4月2日から昭和60年4月1日までに生まれた者で、大学を卒業した者及び平成19年3月31日

　　　　　　　までに卒業見込みの者で、まんのう町内在住者又は在住見込みの者 

試 験 日　（一般行政）平成18年7月23日（日）【第一次試験】 

　　　　　　　（社会福祉士）平成18年9月17日（日）【第一次試験】 

試 験 場 所　香川大学法・経済学部（高松市幸町2番1号） 

申 込 先　まんのう町役場総務課 

申込受付期間　（一般行政）平成18年6月8日（木）から6月28日（木）（郵送の場合は6月23日までの消印があるもの）　

　　　　　　｠｠（社会福祉士）平成18年8月3日（木）から8月23日（水）（郵送の場合は8月18日までの消印があるもの） 

○申込用紙は、町役場に請求してください。郵便で請求する場合は、封筒の表に「採用試験申込用紙請求」と朱書きし、返

　信用封筒（切手を貼って宛先を明記したもの）を必ず同封してください。 

※ 詳しくは、まんのう町役場総務課　　0877－73－0100まで 

※受講申込用紙については、教育委員会・各支所・公民館に配布しています。 

　申込状況に応じて、講習会場・講習時間帯がご希望に沿えない場合がありますので、あらかじめご了承下さい。 

　問合せ先：まんのう町教育委員会　 0877－73－0108 
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学力、体力、気力の源 
早寝・早起き・朝ごはん 
 夕食の片付け時に煮込んでおけば、朝は温めるだけ！ 
朝から栄養豊かでリッチなアメリカ風スープ 

 
健
康 

だ 
よ 
り 

○1

○2

将
来
８
０
２
０（
８０
歳
で
20
本
）

達
成
目
指
そ
う 

平
成
18
年
度
歯
科
集
団
検
診
結
果 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
４
人
受
診
） 

　
今
回
の
歯
科
検
診
で
の
年
代
別
歯
の
平

均
残
存
本
数
を
見
る
と
、
70
歳
代
か
ら
急

激
な
減
少
を
見
せ
て
お
り
、
歯
周
病
判
定

結
果
か
ら
も
全
体
の
半
数
以
上
に
歯
周
病

が
見
ら
れ
、
若
い
時
期
か
ら
の
歯
科
衛
生

管
理
が
必
要
と
さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

　
20
本
の
歯
が
残
っ
て
い
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど

不
自
由
な
く
食
べ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
将

来
、８
０
２
０
を
達
成
す
る
た
め
に
も
、
歯
の

衛
生
管
理
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。  

歯
周
病
予
防
し
よ
う 

　
歯
ブ
ラ
シ
の
補
助
と
し
て
、
歯
間
ブ
ラ
シ

や
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
な
ど
を
使
う
と
効
果
的

で
す
。 

●
ス
ケ
ー
リ
ン
グ(

歯
石
除
去)

を
す
る 

　
自
分
で
歯
石
を
取
り
除
く
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
定
期
的
に
歯
石
を
取
り

除
き
ま
す
。
ま
た
、
歯
の
表
面
を
な
め
ら
か

に
し
て
プ
ラ
ー
ク
を
つ
き
に
く
く
し
ま
す
。 

か
り
ん
温
泉
健
康
講
座 

　
6
月
29
日
（
木
）
午
後
1
時
30
分
か
ら
、

か
り
ん
温
泉
で
健
康
講
座
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
今
回
は
、
小
国
医
院
小
国

孝
先
生
を

お
迎
え
し
て「
胃
腸
の
お
話
あ
れ
こ
れ
」と
い

う
演
題
で
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
受
講
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
御

案
内
い
た
し
ま
す
。 

  

食改の 
食育だより 

15
分で朝食づくり

ごはんにもパンにも合う野菜たっぷりメニュー 
鉄分たっぷりのアサリ水煮缶を使って！ 

アサリのチャウダー（4人分） 
材料： ●アサリ水煮缶1缶 ●ショルダーベーコン1枚 ●たまねぎ1個 ●じゃがいも1個 

 　　  ●人参1/2本｠●小麦粉大さじ1 ●バター10ｇ ●コンソメの素1個 ●こしょう少々 

　　　　●牛乳400ｍｌ　  

牛乳 

ベーコン 

小麦粉ふり入れ、炒める 

玉ねぎ じゃが芋 人参 

朝、こしょーと牛乳を加え、 
温めて出来上がり。　 
 

作り方 

 

●脂質 11.4g  
●食塩 1.9g 

 

●エネルギー 254kcal  
●たんぱく質 14.5g  

 
600kcal栄養バランスメニューの一例 

ご飯又はロールパン、チャウダー、バナナ 
○1
バター　 
　の野菜を入れる     柔らかくなるまで煮る 炒める 

コンソメ 

水2カップ×2

朝 

35 

30 

25 

20 

15 

10 

5 

0

28.9 28.7 28.6
26.5 24.6

19.7
17.2

平均本数 

歯の残存平均 本数/年代別 

歯の本数 

20
歳
代 

30
歳
代 

40
歳
代 

50
歳
代 

60
歳
代 

70
歳
代 

80
歳
代 

入れ歯 
3.7％ 

健全 
11.9％ 

歯肉出血 
9.8％ 
 

歯石 
21.3％ 
 

歯周病の初期 
37.3％ 
 

歯周病の後期 
1.6％ 
 

歯周病判定結果 

総数 
244人 
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かりん会館は、 

人づくりの研修館です。 

まんのうの国際未来は、 

このサロンから。 

 

中
寺
跡 ふ
る
さ
と 
　
　
　
　   

探
訪
探
訪 
ふ
る
さ
と 
　
　   

探
訪 

　
中
寺
跡
は
、
大
川
山
（
標
高
１
、０
４
３
ｍ
）

に
程
近
い
標
高
７
０
０
ｍ
の
山
中
に
、
１０
世

紀
前
半
か
ら
１１
世
紀
に
か
け
て
造
営
さ
れ

た
山
岳
寺
院
で
あ
る
。こ
の
寺
の
存
在
は
、「
昔
、

大
川
七
坊
と
い
う
寺
が
大
川
山
中
に
あ
っ
た
」

と
す
る
伝
承
が
附
近
の
集
落
に
あ
っ
た
が
、

詳
細
を
記
録
し
た
文
献
も
無
く
、
具
体
的

な
位
置
も
確
認
さ
れ
ず
、
長
い
間
「
幻
の
寺

院
」と
さ
れ
て
き
た
。 

　
こ
の
存
在
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
の
が
、

昭
和
５６
年
か
ら
５９
年
に
か
け
て
実
施
し
た

調
査
で
あ
る
。「
中
寺
」や
「
松
地(

末
寺)

」
、

「
鐘
ケ
窪
」
と
い
う
寺
に
関
係
す
る
と
思
わ

れ
る
地
名
を
も
と
に
、
分
布
調
査
と
試
掘

調
査
を
し
た
結
果
、
塔
跡
や
１０
世
紀
前
半

の
遺
物
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
。
場
所
は
、

徳
島
県
境
近
く
の
満
濃
、
仲
南
、
琴
南
の
旧

行
政
区
画
が
接
す
る
所
で
、
満
濃
池
を
一

望
で
き
る
位
置
に
あ
る
。
か
た
わ
ら
に
は
江

畑
、
塩
入
、
柞
野
か
ら
大
川
山
ま
で
続
く
尾

根
沿
い
の
道
が
あ
り
、
半
世
紀
ほ
ど
前
ま
で

利
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。 

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
中
寺
跡
の
保
護
・

活
用
を
図
る
た
め
、
現
在
発
掘
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
の
調
査
で
塔
跡
、
仏

堂
跡
、
僧
坊
跡
な
ど
の
建
物
群
と
多
く
の

遺
物
が
確
認
さ
れ
、
山
中
に
広
い
寺
域
を

持
つ
山
岳
寺
院
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
千
年
余
の
永
い
眠
り
か
ら
醒
め
た

中
寺
跡
、
尾
背
寺
跡
と
と
も
に
山
岳
寺
院

の
果
た
し
た
役
割
の
解
明
と
、そ
の
保
存
措

置
が
待
た
れ
る
。 

　
　
　
　
　
　
　    

菅
原
良
弘(

造
田) 

 

　
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
と
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
、和
や
か
な
雰
囲
気
で
外
国
の
文
化
・

習
慣
を
聞
い
た
り
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り

し
ま
せ
ん
か
。 

　
旅
行
に
役
立
つ
英
会
話
や
日
常
よ
く

使
う
表
現
な
ど
を
織
り
交
ぜ
て
、
知
ら

な
い
間
に
英
語
と
親
し
め
る
国
際
交
流

の
つ
ど
い
で
す
。 

日
　
時
　
6
月
26
日
（
月
） 

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分 

参
加
費
　
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
） 

場
　
所
　
か
り
ん
会
館
　 

   

              

　 

   

　
英
語
も
国
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
表

現
が
あ
り
ま
す
。 

　
講
師
の
先
生
は
、
日
本
語
も
し
ゃ
べ
れ

ま
す
の
で
、
気
軽
に
当
サ
ロ
ン
へ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。 

申
し
込
み
先
　
企
画
情
報
課 

　
　
　
　
　
　
　
７
３
‐
０
１
０
６ 

国
際
交
流
の
つ
ど
い 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
回
ま
ん
の
う
サ
ロ
ン 

講
師
　
　
デ
ビ
ッ
ト
・
ベ
ネ
ッ
ト 

　
　
　
　
　
（
カ
ナ
ダ
） 

　
　
　
　
ニ
コ
ル
・
ル
シ
グ
ナ
ン 

　
　
　
　
　
（
ア
メ
リ
カ
） 

　
　
　
　
ア
マ
ン
ダ
・
チ
ャ
ン 

　
　
　
　
　
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
） 

 

中寺廃寺遠景 多口瓶出土状況 

3
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ 

      

福
祉
保
健
課
　
　
7
3･

０
１
０
２ 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

に
は「
免
除
制
度
」が
あ
り
ま
す
。 

◆
平
成
18
年
７
月
か
ら
４
段
階
の
免
除
制

度
が
始
ま
り
ま
す
。 

　
従
来
の「
全
額
免
除
」
、「
半
額
免
除
」に

加
え
、
保
険
料
の「
４
分
の
１
」ま
た
は「
４
分

の
３
」が
免
除
と
な
る
４
段
階
の
免
除
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。 

◆
申
請
免
除 

【
対
象
者
】
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
す
べ

て
が
、
所
得
一
定
以
下
の
場
合
な
ど
、
保
険

料
を
納
め
る
の
が
困
難
だ
と
認
め
ら
れ
る
方
。 

◆
若
年
者
納
付
猶
予
制
度 

【
対
象
者
】
学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、

本
人
、配
偶
者
の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合

(

所
得
の
高
い
世
帯
主
と
同
居
の
た
め
、
申
請

免
除
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方)

◆
承
認
期
間
は
、７
月
か
ら
翌
年
６
月(

１
月

　
か
ら
６
月
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
は
そ
の

　
年
の
６
月)

ま
で
で
す
。 

　
詳
し
く
は
、
福
祉
保
健
課
国
民
年
金
係

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

児
童
手
当
の
現
況
届
に
つ
い
て 

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
６

月
中
に「
児
童
手
当
現
況
届
」を
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。こ
の
届
の
提
出
が
な

い
と
、引
き
続
い
て
資
格
が
あ
っ
て
も
、６
月
分

以
降
の
児
童
手
当
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

　
今
回
か
ら
、
受
給
者
の
方
に
現
況
届
の
用

紙
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、期
日
ま
で
に
必

ず
提
出
し
て
下
さ
い
。 

提
出
期
日
　
６
月
２３
日（
金
） 

提
出
先
　
　
ま
ん
の
う
町
役
場

　
福
祉
保

　
　
　
　
　
健
課
・
仲
南
支
所
・
琴
南
支
所
・

　
　
　
　
　
美
合
出
張
所 

　
４
月
に
、児
童
手
当
法
改
正
に
伴
う
新
規

認
定
請
求
申
請
を
さ
れ
た
方
は
、
今
回
は
現

況
届
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

　
住
民
課
　
　
7
3
・
０
１
０
１ 

印
鑑
登
録
証
更
新
の
お
知
ら
せ 

　
６
月
１
日
か
ら
今
お
持
ち
の
満
濃
町
・
仲

南
町
・
琴
南
町
の
印
鑑
登
録
証
と
引
き
替

え
に
、
新
し
い
印
鑑
登
録
証
を
お
渡
し
し
ま

す
。本
人
も
し
く
は
代
理
の
方
に
お
渡
し
い
た

し
ま
す
。た
だ
し
、
代
理
の
方
で
お
渡
し
で
き

る
の
は
同
一
世
帯
の
方
に
限
り
ま
す
の
で
ご 

歳
以
上
満
60
歳
未
満
の
県
内
在
住
の
女
性

で
、地
域
で
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方 

募
集
人
員
／
10
名 

選
考
方
法
／
書
類
審
査
で
選
考
の
う
え
面

　
　
　
　
　
接（
面
接
・
７
月
29
日
予
定
） 

参
加
料
／
派
遣
経
費
の
１
／
２
相
当
額 

　
　
　
　（
２
０
万
円
） 

受
付
期
間
／
６
月
１
日
〜
７
月
７
日 

申
込
み
先
／
ま
ん
の
う
町
ま
ち
づ
く
り
政
策

　
　
　
　
　
課
　
7
3
・
0
1
2
2
 

問
合
せ
先
／
香
川
県
青
少
年
・
男
女
共
同 

　
　
　
　
　
参
画
課 

　
　
　
　
　
　
０
８
７
・
８
３
２
・
３
１
９
７ 

 

平
成
18
年
度
在
宅
ワ
ー
カ
ー
養
成
講
習
受

講
者
募
集 

　
県
下
に
お
住
ま
い
の
肢
体
不
自
由
者
の
方

で
、
在
宅
ワ
ー
カ
ー（
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て

自
宅
で
仕
事
を
す
る
人
）を
目
指
す
方
の
た

め
の
講
座 

内
容
／
Ｉ
Ｔ
技
術
講
習
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

　
　
　
ー
講
習 

期
間
／
平
成
18
年
８
月
21
日
〜
平
成
19
年

　
　
　
３
月
12
日 

場
所
／
か
が
わ
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
福
祉
セ
ン
タ
ー（
高
松
市
田
村
町 

　
　
　
１
１
１
４
） 

受
講
料
／
３
万
円（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
必
要
） 

募
集
人
員
／
８
名 

募
集
締
切
／
平
成
18
年
８
月
７
日 

問
合
先
／
か
が
わ
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ 

注
意
く
だ
さ
い
。 

【
引
き
替
え
場
所
】 

　
ま
ん
の
う
町
役
場
住
民
課
・
仲
南
支
所
・

琴
南
支
所
・
美
合
出
張
所 

【
持
参
す
る
も
の
】 

　
印
鑑
登
録
証
・

認
め
の
印
鑑
・
窓
口

に
来
ら
れ
る
方
の
運

転
免
許
証
又
は
保

険
証
な
ど
、
本
人
確

認
で
き
る
も
の 

   

募
集
　
　
　
　
　
　
　
　 

国
家
公
務
員
採
用
　
種(

税
務)

試
験 

受
験
資
格
／
昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
平
成

　
　
　
　
　 

元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者 

試
験
の
程
度
／
高
校
卒
業
程
度 

申
込
受
付
期
間
／
平
成
18
年
6
月
20
日

　
　
　
　
　
　
　  

〜
６
月
27
日 

第
一
次
試
験
／
平
成
18
年
9
月
3
日 

問
合
先
／
高
松
国
税
局
人
事
第
二
課
試

　
　
　
　
験
研
修
係 

　
　
　
　
　
０
８
７
・
８
３
１
・
３
１
１
１ 

 
平
成
18
年
度
香
川
県「
女
性
友
好
の
翼
」派

遣
団
員
を
募
集
し
ま
す 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

地
域
の
諸
問
題
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
！ 

時
期
／
10
月
14
日
〜
10
月
22
日 

訪
問
国
／
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ド
イ
ツ 

対
象
／
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
、満
30
 

情報 
 ひろば 
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ン
福
祉
セ
ン
タ
ー
　 

　
０
８
７
・
８
６
７
・
７
６
８
６ 

 

無
料
包
丁
研
ぎ(

ハ
サ
ミ
、
金
物
等)

の
ご
案

内 　
住
宅
デ
ー
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
香
川
県
建

設
労
働
組
合
中
讃
地
方
支
部
琴
平
地
区

主
催
の
無
料
包
丁
研
ぎ
を
行
い
ま
す
。 

　
全
て
無
料
で
、
販
売
等
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

と
　
き
／
６
月
25
日(

日) 

　
　
　
　
午
後
1
時
〜
午
後
３
時 

と
こ
ろ
／
仲
南
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
広

　
　
　   

場(

仲
南
支
所
東
隣) 

問
合
先
／
山
下
強     

7
8
・
３
１
３
１ 

  

相
　
談
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
松
法
務
局
登
記
相
談
室
設
置
の
お
知
ら

せ 

　
不
動
産
に
関
す
る
登
記
、
地
図
・
土
地
境

界
に
関
す
る
こ
と
、会
社
・
法
人
に
関
す
る
登

記
な
ど
の
御
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

　
受
付
時
間
は
月
曜
日
〜
金
曜
日(

祝
日
・

年
末
年
始
は
除
く
。)

の
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
ま
で
で
す
。 

高
松
法
務
局
登
記
相
談
室
専
用
電
話
番

号
　
０
８
７
・
８
２
１
・
２
１
０
３ 

 

　
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
ま
す 

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等(

事
変
地
の

区
域
又
は
戦
地
の
区
域)

に
派
遣
さ
れ
、
戦

時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十

字
社
救
護
看
護
婦
及
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看

護
婦
の
方(
慰
労
給
付
金
受
給
者
は
除
く)

に
対
し
て
、そ
の
御
労
苦
に
報
い
る
た
め
内
閣

総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。 

※
御
本
人
ま
た
は
御
家
族
な
ど
か
ら
御
連 

絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
請
求
用
紙
は

役
場
福
祉
保
健
課
　
7
3
・
0
1
0
2
に

あ
り
ま
す
。
請
求
期
限
は
平
成
19
年
3
月

31
日
ま
で
で
す
。 

問
合
先
／
総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
業 

　
　
　
　
務
担
当     

　
　
　
　
　
０
３
・
５
２
５
３
・
５
１
８
２ 

 

長
生
会
園
芸
ク
ラ
ブ
が
国
土
交
通
大
臣
表
彰 

       

　 

  

　
こ
の
た
び
、長
尾
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
花
壇
管

理
委
員
会
長
生
会
園
芸
ク
ラ
ブ（
会
長
・
小

林
利
明
氏
）が
第
十
七
回
全
国
「
み
ど
り
愛

護
」の
つ
ど
い
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
同
ク
ラ
ブ
は
、長
尾
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
に
お

い
て
、
開
園
当
初
よ
り
公
園
内
の
緑
化
清
掃

な
ど
、み
ど
り
の
愛
護
に
優
れ
た
活
動
を
行

い
、緑
化
推
進
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

6月1日からコトサンバス「美

合線」下り琴平駅前発15：17

の便が、JR琴平駅着15：17

の列車から下車したお客さま

の乗車待ちをいたします。 

ご利用ください。 

 

コトサンバス「美合線」 
ダイヤの 

一部取り扱い変更 　農山漁村に伝わる優れた生産技

法や生活技術を継承、普及する「県

むらの技能伝承士」の登録証交付

式が4月25日、県庁であり、小亀裕

子氏(長尾)が認定されました。 

　小亀さんは特産品づくり、郷土料理、

味噌加工など、食生活の技能部門

で登録をされています。 

外国人の不法滞在 

不法就労防止に 

　　　　ご協力を　　 

正しい理解と認識で来日外国
人の生活と安全を守りましょう 

　政府は、6月を「外国人労働者問

題啓発月間」に指定し、外国人労働

者の適正な雇用や不法滞在・不法

就労防止に向けた取り組みを行って

います。 

　警察では、地域住民の方々や関

係機関と連携を密にし、来日外国人

が安心して生活できるよう防犯保護

対策を推進するとともに、不法滞在

等悪質な外国人に対する取り組みを

進めています。 

　外国人の雇用にあたっては、必ず

パスポート・外国人登録証明書等で「在

留資格や在留期間」の確認をお願い

します。 

 

 



18

交
通
安
全
ビ
ン
ゴ
で
正
し
い
安
全
知
識
を 

華
麗
な
草
花
を
多
数
展
示 

40万人目の入園者となった小出さん家族 

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
春
満
喫 

故
郷
の
水
産
資
源
い
つ
ま
で
も 

　４月26日、町民文化ホールで仲南大学開校式

が開催されました。 

　仲南大学では毎月、体力づくりや音楽などをテ

ーマにした講座を開催し、高齢者の生きがい作りを

支援しています。 

　この日は、琴平警察署川上交通課長による「高

齢者の交通安全」と題された講演会のほか、交通

安全母の会による、景品が当たる交通安全ビンゴ

ゲームで楽しく、正しい安全知識を身につけました。 

 

　５月７日、国営讃岐まんのう公園芝生広場で「春

らんまんフェスタまんのう町の日(まんのう町主催)」

が開催されました。 

　当日はあいにくの雨模様でしたが、子ども達に人

気のウルトラマンマックスショーや、気迫みなぎる讃

岐まんのう太鼓や忠八太鼓の演奏が人気を集めて

いました。 

　また、まんのう町合併記念イベントとして先着１００

名にいちじくワインのプレゼントがあり、長蛇の列が

出来ていました。 

 

　４月29日・30日の両日、満濃農村環境改善セ

ンターで、まんのう山草展(まんのう山草同好会主

催)が開催されました。 

　会員たちが育てた「トキソウ」や「ムサシアブミ」

などの山草を中心に、50種類３５０点の多彩な山

草などが展示されました。 

　また、玄関前の即売コーナーでは、山草をはじ

めとした鉢植えなどが販売され、千円以下の手頃

な価格の商品が人気を集めていました。 

 

　５月16日、琴南地区の土器川及び支流にてア

ユの放流（重要稚仔放流事業・まんのう町）が行

われました。 

　琴南地区においては水産資源確保のため、毎

年アユの放流を行っています。 

　この日は、琴南町淡水漁業組合の協力のもと、

土器川及び支流（明神川）の11箇所に体長約１2

センチ・合計３６００匹のアユをバケツから放し、故

郷の川を守っていくことを誓いました。 

 

平成18年度 仲南大学開校式 春らんまんフェスタ「まんのう町の日」 

まんのう山草展 土器川にアユ放流 

標識が記されたビンゴゲームで分かりやすく標識の意味を解説。 

 

力強い讃岐まんのう太鼓の演奏 

 

土器川の美しい未来を願い放流しました。 大事に育てられた山草がズラリ 
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6 月の行事予定 

平成18年　町内の110番・119番 

物損（件） 

人身（件） 

死亡（件） 

火災（件） 

救急（件） 

26（21） 

11（16） 

0（1） 

2（1） 

83（93） 

 

141（128） 

51（70） 

2（1） 

6（5） 

302（301） 

 

4月中 区分 

日 科 電話 医療機関名 

1月からの累計 

 

交通事故 

 

 

救急出動 

 

 
（　　）は昨年同期 

休日当番医 スポーツの結果（敬称略） 

第26回 源平青少年なぎなた大会 
第17回 高松市長杯なぎなた大会 
 と  き/平成18年4月9日  ところ/高松市総合体育館第2競技場 

第13回  

体協会長杯インディアカ大会  
と   き/平成18年4月23日    ところ/満濃南小体育館 

※ 当番医は予告なく変更する場合がありますご了承ください。 

男子の部 

優　勝　吉野ゼロワン 

準優勝　長炭ラガー 

第三位　長炭ＮＩＣ 

女子の部 

優　勝　四条フェニックス 

準優勝　長炭ラビッツ 

第三位　吉野ブラックエンジェル

３日 

11日 

18日 

25日 

内科 

外科 

内科 

内科 

内科 

外科 

林医院 

岩崎病院 

岩佐病院 

岩佐病院 

小国医院 

松浦外科胃腸科医院 

７5－5125

７３－3535

７5－5161

７３－3535

７5－2317

７5－３211

訂正とお詫び/広報まんのう5月号15ページ、スポーツの結果「第24回満濃町剣道大会」 
　　　　　　小学5年生男子の部の準優勝者名に誤りがありました。正しくは石   一歩さんです。 
　　　　　   訂正してお詫びいたします。 

【演技競技】 
●基本の部 

　優　勝：畠山優香 

　準優勝：増田さゆり 

　第3位：三宅智沙 

　第3位：古市奈々 

●小学校高学年の部 

　優　勝：大岡・秋山　組 

●中学校の部 

　準優勝：金関・大岡　組 

●高校の部 

　準優勝：岸本・川田　組 

　第３位：岡山・松谷　組 

●一般の部 

　優   勝：宮川・石　  組 

【試合競技】 
●小学校高学年の部 

　準優勝：大岡光 

　第３位：秋山弥生 

　第３位：松原寿子 

●中学校の部 

　優　勝：大岡響 

●成年の部 

　優　勝：堀田涼子 

　第３位：大東智美 

●団体の部 

　優　勝：大岡光・大岡響 

　　　　  堀田涼子  

 

テレフォンサービス  　　73-4400 (日･祝のみ) 

　　　     

健康相談・栄養相談　　13：30～14：30　　後山集会所 

身体障害者相談日　　９：００～１２：００　　 まんのう町役場本庁４階 

心配ごと相談　　　　13：00～16：00　　満濃農改センター� 

健康相談・栄養相談　   13：30～14：30　　買田集会所 

3歳児健康診査　　　 13：30～14：30　　満濃農改センター 

健康相談・栄養相談　　　13：30～14：30　　塩入集会所 

心配ごと相談　　　　13:00～16:00　　  まんのう町役場仲南支所 

 
乳幼児健康診査　　　13：30～14：30　　 満濃農改センター 

かりん温泉健康講座　　13：30～　　　　　かりん温泉　　 

第２委員会室 

 

日  程       行事名   　    時   間 　 場   所 日  程       行事名   　    時   間 　 場   所 

健康相談・栄養相談　　10：00～11：30　　　かりん温泉　 

心配ごと相談　　　　　13:00～16:00　　　　満濃農改センター 

人権・行政相談　　     10：00～15：00　    まんのう町役場３階第２会議室 

人権・行政相談　　     10：00～15：00　    仲南支所２階小会議室 

人権・行政相談　　      10：00～15：00　    琴南公民館 

 
健康相談・栄養相談　　13：30～14：30　    川奥集会所  

心配ごと相談　　　　　13:00～16:00　　　-まんのう町役場仲南支所 

 

胃がん検診　　　　　  8：30～10：00　　　琴南総合センター 

子宮がん検診              9：30～10：30　　　 琴南総合センター 

乳がん検診　　　　　 10：00～11：00　　 琴南総合センター 

 
こころの健康相談　　　　　　　　　　　　まんのう町役場 

健康相談・栄養相談　　10：00～11：30　　 四条公民館 

満濃池ゆるぬき　　      　　　　　     　　 満濃池 

心配ごと相談　　　　　９：00～12：00　　　琴南農改センター  

心配ごと相談　　　　　９：00～12：00　　　琴南総合センター  

 

要予約 
健康増進室  ｠ 73-0126　 

健康教室・相談　　　 9：30～14：00　 　 エピアみかど 

こころの健康相談　　 （要予約）　　　　 仲南農改センター 

　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　13：00～ 16：00　　満濃農改センター  

 

まんのう町社協 
73－3313

健康増進室 
73－0126

法律相談（要予約） 

10：00～12：00 
（神事）（ゆる抜き） 
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仲南小学校4年 

畑　春花 

仲南小学校3年 

林　優作 

おまつり  
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思
い
出 

リサイクル可能な 
大豆油インクを使用しています。 

古紙配合率100％ 
再生紙を使用しています。 

広報にお子さんの写真を掲載しませんか？ 

1～3才までのお子様の写真を募集しています。 

  問い合わせ先  企画情報課  TEL73-0106

高尾 裕行ちゃん 

平成18年3月20日生（長尾） 

たかお    ひろゆき 
父  

母  

昭彦さん 

  仁美さん 

琴南中学校 3年 

萩岡　侑祐 

 

両親からの 
メッセージ 

まんのう町と同じ誕生日で良い記念になります。 
心優しく元気で明るい子に育ってほしいと 
思います。 
 

琴南中学校記者クラブ 

 
　
四
日
間
の
修
学
旅
行
は
、
長
い
準
備
期

間
の
わ
り
に
と
て
も
短
か
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。  

　
班
別
自
主
研
修
な
ど
、と
て
も
心
に
残

る
修
学
旅
行
で
し
た
。
自
主
研
修
で
は
迷

う
こ
と
な
く
目
的
地
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
、

余
裕
を
持
っ
た
行
動
が
で
き
ま
し
た
。
　 

　
し
か
し
、
東
京
の
人
口
の
多
さ
に
圧
倒
さ

れ
、
少
し
恐
怖
を
味
わ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
計
画
を
立
て
る
段
階
で
、
東
京
は

ど
ん
な
場
所
か
見
当
も
つ
か
な
か
っ
た
時
、

計
画
を
適
当
に
し
て
い
た
ら
大
変
な
こ
と

に
な
っ
て
い
た
な
あ
、と
実
際
の
研
修
を
し

て
強
く
思
い
ま
し
た
。 

　
ま
ず
今
回
の
修
学
旅
行
で
事
前
計
画

は
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

き
ち
ん
と
計
画
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
こ

そ
、
時
間
に
も
余
裕
が
で
き
、
楽
し
く
充
実

し
た
研
修
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
次
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
東
京
の
人
は

と
て
も
忙
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
駅
な
ど
皆
速
歩
き
で
と
て
も
よ
く
歩
い

て
い
ま
し
た
。
琴
南
で
生
活
し
て
い
る
僕
た

ち
は
あ
ま
り
歩
く
機
会
が
な
い
の
で
、こ
の

東
京
の
雰
囲
気
に
と
て
も
疲
れ
ま
し
た
。
歩

き
疲
れ
、
電
車
に
乗
っ
て
も
席
に
座
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。ホ
テ
ル
に
た
ど
り
着

い
た
時
は
も
う
ク
タ
ク
タ
で
早
く
寝
た
い
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
翌
朝
は
起
き

て
も
疲
れ
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
最
悪
の
状

態
で
し
た
。た
っ
た
三
日
間
で
も
疲
れ
る
の

に
、
毎
日
こ
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
東
京
の

人
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。 

　
と
に
か
く
無
事
に
も
ど
る
こ
と
が
で
き
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

●この広報紙は、四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全戸に配布しています。 
　配布についてのお問合わせは、まんのう町企画情報課    73-0106までご連絡ください。 

ま
ん
の
う
町
の
誕
生
日
は
平
成
18
年
3
月
20
日
。 

今
月
は
ま
ん
の
う
町
が
誕
生
し
た
日
に 

生
ま
れ
た
高
尾
裕
行
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。 

た
か
お｠｠

ひ
ろ
ゆ
き 

今 月 の 

レ ポ － タ － 
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